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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第３四半期
連結累計期間

第25期
第３四半期
連結累計期間

第24期

会計期間
自　2022年７月１日
至　2023年３月31日

自　2023年７月１日
至　2024年３月31日

自　2022年７月１日
至　2023年６月30日

売上高 （百万円） 8,228 9,537 12,795

経常利益 （百万円） 1,719 1,896 2,290

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 1,176 1,256 1,482

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,177 1,263 1,483

純資産額 （百万円） 4,422 5,551 4,758

総資産額 （百万円） 13,939 13,049 12,764

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 57.65 61.85 72.70

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 57.57 61.67 72.58

自己資本比率 （％） 31.32 41.97 36.80

 

回次
第24期

第３四半期
連結会計期間

第25期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

自　2024年１月１日
至　2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 24.51 25.90

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお連結子会社である株式会社FGスマートアセットは、2023年12月27日付で連結子会社である株式会社TMアセット

を吸収合併しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書（2023年９月28

日提出）に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１）経営成績の状況

（単位：百万円）

 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

1株当たり四半期
純利益（円）

2024年６月期　第３四半期 9,537 1,882 1,896 1,256 61.85

2023年６月期　第３四半期 8,228 1,737 1,719 1,176 57.65

前年同期比 1,309 145 177 80 4.2

前年同期間増減率（％） 15.9 8.3 10.3 6.9 7.3

 

　当第３四半期連結累計期間（2023年７月１日～2024年３月31日）におけるわが国経済は、外国人観光客の増加、各

種イベントの再開や人手不足によるDX化の加速がある一方で、マイナス金利政策の解除による金利の上昇リスクや円

安の進行による資材等の調達コストの増加が懸念される等、依然として予断を許さない状況下にあります。

　このような状況下で当社グループは中期ビジョン実現のためStep1「すべての施設にWi-Fiを」、Step2「通信・再

エネが作る未来インフラの実現」の２つのステップを軸に経営目標の達成に引き続き取り組んでまいります。

 

　ホームユース事業におきましては、フロー売上が一時的に苦戦している状況にありますが、新築案件の売上割合が

増加傾向にあるとともに、ストックビジネス積上効果は継続しております。またクロスセル商材として従来より堅調

であったネットワークカメラの受注が確実に伸びてきているとともに、インターホン対応システムである「FGスマー

トコール」もサービス提供をスタートしており、順調に売上に貢献してきております。

　一方で通信設備投資に伴う減価償却費や営業体制強化による人件費及び販売費等の費用も増加傾向であることやフ

ロー売上の一時的な苦戦により利益率は減少しております。

　以上の結果、ホームユース事業は売上高7,816百万円（前年同期比9.6％増）、セグメント利益2,299百万円（前年

同期比0.6％増）となりました。

 

　ビジネスユース事業におきましては、受注から売上計上までのリードタイムの長さがネックとなっておりました

が、従来より注力していた医療介護施設、公共施設、観光施設向けWi-Fiの受注が当第３四半期より業績に貢献して

まいりました。

　子会社である株式会社FG-Labにおいても得意先ごとの個別要望に応じた機器の開発案件に関する売上も堅調に推移

しております。

　また、大規模案件や高付加価値サービスの提供機会の増加により、案件ごとの利益率が上昇しており、ビジネス

ユース事業全体としても利益率が増加傾向にあります。

　以上の結果、ビジネスユース事業は売上高1,174百万円（前年同期比10.6％増）、セグメント利益318百万円（前年

同期比54.3％増）となりました。

 

　不動産事業におきましては、株式会社FGスマートアセットにおいて複数の不動産販売と保有する新世代SDGsエコロ

ジーマンションであるReunir Gracias川口の賃貸収入がありました。

　以上の結果、不動産事業は売上高519百万円（前年同期はセグメント売上23百万円）、セグメント利益62百万円

（前年同期はセグメント損失９百万円）となりました。

 

　その他の事業におきましては、東神楽複合施設に対して自家発電自家消費型太陽光発電システムの導入に関する売

上の計上がありました。

　以上の結果、その他事業は売上高27百万円（前年同期比220.8％増）、セグメント利益11百万円（前年同期比

473.9％増）となりました。

 

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高9,537百万円（前年同期比15.9％増）、営業利益1,882

百万円（前年同期比8.3％増）、経常利益1,896百万円（前年同期比10.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

1,256百万円（前年同期比6.9％増）となりました。
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(２）財政状態の分析

 

 前連結会計年度末 当第３四半期連結会計期間末 増減（％）

総資産            （百万円） 12,764 13,049 2.2

純資産            （百万円） 4,758 5,551 16.7

自己資本比率      （％） 36.8 42.0 14.1

1株当たり純資産額 （円） 230.12 270.21 17.4

 

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ285百万円増加し13,049百万円とな

りました。これは、流動資産が331百万円減少したものの、固定資産が617百万円増加したこと等によるものであり

ます。

　流動資産の減少は、売掛金及び契約資産が247百万円、商品が278百万円増加したものの、現金及び預金が549百

万円、販売用不動産が303百万円減少したこと等によるものであります。固定資産の増加は主に当社通信サービス

提供用の通信設備が636百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ507百万円減少し7,498百万円となりました。これは、買掛金が99

百万円、短期借入金が450百万円増加したものの、契約負債が227百万円、未払法人税等が278百万円、長期借入金

（１年内返済予定含む）が432百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ792百万円増加し5,551百万円となりました。これは自己株式が

168百万円増加したものの、利益剰余金が951百万円増加したこと等によるものであります。

 

(３) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について、重要な変更は

ありません。

 

(４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重

要な変更はありません。

 

(５）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は７百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 79,100,000

計 79,100,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現

在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年５月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 20,591,200 20,591,200

東京証券取引所

（プライム市場）

札幌証券取引所

単元株式数は100株であ

ります。

計 20,591,200 20,591,200 － －

（注）１．普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．「提出日現在発行数」欄には、2024年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権（ストッ

ク・オプション）の行使により発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2024年１月１日　～

2024年３月31日
－ 20,591,200 － 494 － 400

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（そ　の　他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 322,200 － －

完全議決権株式（そ　の　他） 普通株式 20,252,700 202,527 －

単元未満株式 普通株式 16,300 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  20,591,200 － －

総株主の議決権  － 202,527 －

 

 

②【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％）

株式会社ファイバーゲート
札幌市中央区南一

条西八丁目10-3
322,200 － 322,200 1.56

計 － 322,200 － 322,200 1.56

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年７月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,382 1,833

売掛金及び契約資産 1,803 2,050

商品 635 913

販売用不動産 655 352

仕掛品 0 －

貯蔵品 0 0

その他 87 84

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 5,559 5,228

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 6 36

工具、器具及び備品（純額） 9 13

通信設備（純額） 6,544 7,181

建設仮勘定 3 0

有形固定資産合計 6,565 7,231

無形固定資産   

ソフトウエア 57 65

ソフトウエア仮勘定 21 23

無形固定資産合計 79 89

投資その他の資産   

投資有価証券 51 51

敷金 35 46

繰延税金資産 472 395

破産更生債権等 0 0

その他 1 7

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 559 500

固定資産合計 7,203 7,820

繰延資産   

創立費 0 0

繰延資産合計 0 0

資産合計 12,764 13,049
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 633 732

短期借入金 300 750

１年内返済予定の長期借入金 1,096 1,118

未払法人税等 515 237

契約負債 1,638 1,411

賞与引当金 86 44

株式報酬引当金 5 21

その他 409 309

流動負債合計 4,685 4,625

固定負債   

社債 50 50

長期借入金 3,226 2,770

退職給付に係る負債 44 51

固定負債合計 3,320 2,872

負債合計 8,005 7,498

純資産の部   

株主資本   

資本金 494 494

資本剰余金 426 423

利益剰余金 3,963 4,914

自己株式 △188 △356

株主資本合計 4,694 5,474

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △0 0

為替換算調整勘定 1 2

その他の包括利益累計額合計 1 2

株式引受権 19 25

非支配株主持分 42 48

純資産合計 4,758 5,551

負債純資産合計 12,764 13,049
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 8,228 9,537

売上原価 4,001 5,047

売上総利益 4,227 4,489

販売費及び一般管理費 2,489 2,606

営業利益 1,737 1,882

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 － 26

保険解約返戻金 2 －

ポイント収入額 3 4

その他 0 2

営業外収益合計 7 33

営業外費用   

支払利息 22 17

為替差損 3 2

その他 0 0

営業外費用合計 25 20

経常利益 1,719 1,896

特別利益   

固定資産売却益 24 －

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 24 －

特別損失   

固定資産除却損 26 38

特別損失合計 26 38

税金等調整前四半期純利益 1,717 1,857

法人税、住民税及び事業税 475 516

法人税等調整額 64 77

法人税等合計 540 594

四半期純利益 1,177 1,263

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,176 1,256
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 1,177 1,263

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 0

為替換算調整勘定 △0 0

その他の包括利益合計 △0 0

四半期包括利益 1,177 1,263

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,175 1,257

非支配株主に係る四半期包括利益 1 6
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第２四半期連結会計期間において、株式会社FGスマートアセットを吸収合併存続会社、株式会社TMアセットを吸

収合併消滅会社とする吸収合併を行ったため、連結の範囲から除外しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2022年７月１日
至 2023年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2023年７月１日
至 2024年３月31日）

減価償却費 1,035百万円 1,194百万円

のれん償却額 16百万円 －百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月28日

定時株主総会
普通株式 91百万円 4.50円 2022年６月30日 2022年９月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり

配当額
基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月27日

定時株主総会
普通株式 204百万円 10.00円 2023年６月30日 2023年９月28日 利益剰余金

2024年２月14日

取締役会
普通株式 101百万円 5.00円 2023年12月31日 2024年３月12日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ホーム

ユース事業
ビジネス
ユース事業

不動産事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 7,134 1,062 23 8,220 8 8,228 － 8,228

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 7,134 1,062 23 8,220 8 8,228 － 8,228

セグメント利益又は損失

（△）
2,286 206 △9 2,483 2 2,485 △748 1,737

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再生可能エネルギー（電力）事業

を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△748百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費でありま

す。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ホーム

ユース事業
ビジネス
ユース事業

不動産事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 7,816 1,174 519 9,510 27 9,537 － 9,537

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 7,816 1,174 519 9,510 27 9,537 － 9,537

セグメント利益 2,299 318 62 2,680 11 2,692 △809 1,882

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、再生可能エネルギー（電力）事業

を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△809百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

 

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

ホーム
ユース事業

ビジネス
ユース事業

不動産事業 計

一時点で移転される財又

はサービス
1,632 491 10 2,134 8 2,143

一定の期間にわたり移転

される財又はサービス
5,501 570 － 6,071 － 6,071

顧客との契約から生じる

収益
7,134 1,062 10 8,206 8 8,214

その他の収益 － － 13 13 － 13

外部顧客への売上高 7,134 1,062 23 8,220 8 8,228

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、再生可能エネルギー（電力）事業でありま

す。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

ホーム
ユース事業

ビジネス
ユース事業

不動産事業 計

一時点で移転される財又

はサービス
1,700 570 506 2,777 27 2,805

一定の期間にわたり移転

される財又はサービス
6,115 603 － 6,719 0 6,719

顧客との契約から生じる

収益
7,816 1,174 506 9,497 27 9,524

その他の収益 － － 12 12 － 12

外部顧客への売上高 7,816 1,174 519 9,510 27 9,537

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、再生可能エネルギー（電力）事業でありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日
至　2023年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年７月１日
至　2024年３月31日）

(1)１株当たり四半期純利益 57円65銭 61円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,176 1,256

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益（百万円）
1,176 1,256

普通株式の期中平均株式数（株） 20,399,329 20,318,847

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 57円57銭 61円67銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

(百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 29,745 58,038

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項ありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社ファイバーゲート(E33839)

四半期報告書

16/20



２【その他】

2024年２月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………101百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年3月12日

（注）2023年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月14日

株式会社ファイバーゲート

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 金子　　靖

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 村上　智昭

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ファイバーゲートの2023年７月１日から2024年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結

会計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年７月１日か

ら2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファイバーゲート及び連

結子会社の2024年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成

績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する

重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する

注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を

入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた

めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用

している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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